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こんにちは、院長の高橋淳一です。     

すっかり真夏を感じさせる季節となりましたが、皆様はいかがお過ごしでしょうか？  

先日、外を歩いていましたら玄関先で水をまく「打ち水」をしている方を目にしました。   見て

いた私も涼しくなり、とても心地良い気分になりました。  

さて、打ち水は“冷涼効果”をねらい行うものですよね。   実際に打ち水をすると気温が2度下

がるというデータもあるそうです。   その他にも、お客様を自宅に招く際、玄関先や道路に水をま

くことで、心地良くお客様を迎えるといった“お清め”の意味があったり、道路のホコリを抑える

ことができたりと、実はいいこと尽くしのようです。     

ちなみに、打ち水をする時間帯として効果的なのは、朝夕の日差しがきつくない時だそうです。  

日差しが強い時間帯にまいてしまうと、水が気化して水蒸気になってしまい、逆に“湿度”を上げ

て不快な気分になってしまいますのでご注意ください。  

冷涼といえばその他にも、日本の伝統である「すだれ」や「浴衣」も体感温度や気温を下げる効

果がありますし、見た目にも涼しいですよね。   皆さんも夏は  

ぜひ試してみてください。  

暑い夏は冷涼になるアイディアを考えながら過ごすのも、楽  

しいかもしれませんね。     

それでは、まだまだ暑い日は続きますが、工夫を凝らして乗  

り切っていきましょう。                                                     
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